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社員･家族との信頼関係の構築

KOAの仕事と子育て両立支援制度

子どもが生まれて小さい間の育児は特に大変なので、会社を辞めず休業して育児に専念で

きる制度です。お母さん・お父さんどちらでも利用でき、3歳到達時の4月末日まで取得が可

能です。

子どもが小学校入学直後の4月末日までの期間で、始業および終業時間の繰り上げ繰り下

げが30分単位で一日3時間を限度に取得可能な制度です。例えば保育園の送り迎えなど朝・

夕の育児に便利です。

結婚や妊娠、出産、育児、配偶者の転勤、介護の理由により退職した社員が、育児や介護

を終えたらまた働きたいという希望に対し、再雇用する制度です。

育児介護休業規程（2006年4月 大幅改訂）

リジョイン制度規程（2009年3月）

2006年4月～2018年9月（延べ人数）

女性：251人

男性：7人

すべての従業員が、その能力を十分に発揮し、安心して働きつづけることが

できる雇用環境の整備を図り、仕事と子育てを両立させることができる具体的

な取組みを進めるため、また、地域社会との共存を図りながら企業活動を進め

るために、積極的な両立支援のための取組みを進めています。

育児休業制度の見直し

短時間勤務制度の見直し

制度利用状況

2006年4月～2018年9月（延べ人数）

女性：193人

男性：０人

※女性の育児休業取得率は、ほぼ100％
（2008年8月以降、出産育児を理由とした退職者ゼロ）

制度登録者3名

（配偶者の転勤、結婚による遠方への転居）

配偶者が出産した場合に5日まで有給の特別休暇を取得することができます。

配偶者出産に伴う特別休暇
2008年4月～2018年3月

男性：300人（延べ人数）

日数：782日（平均 2.60日）

プラチナくるみんを取得

KOAは2009年、2013年のくるみんマーク取得を経て、2017年4月に「プラチナくるみん」を

取得することができました。

「子育てサポート企業」として既にくるみん認定を受けている企業が、両立支援制度の導入や

利用をさらに進め、高い水準の取組を継続的に推進するよう、2015年4月にはじまったのがプラ

チナくるみん認定です。

KOAにおいては2005年より取り組んできた両立支援制度のさらなる理解と社員への浸透を

いっそう進めるため、次のようなことに注力しています。

男性社員の育児休暇制度の浸透と取得実績の向上

女性社員の育児休業の高レベルな取得状況を維持継続

３歳から小学校就学前の子どもを育てる社員を対象とした短時間勤務制度の利用促進

管理基準の厳格化による所定外労働の減少

女性社員が活躍できる環境づくりと動機づけ

社員が働きがいを感じられる職場をつくるための管理職のありかたの研修

2017年4月19日、長野労働局より

次世代育成支援対策法第15条の２に

基づき、基準に適合した企業として

「プラチナくるみん」の認定をいただ

きました。長野県内企業としては9社

目となります。

従業員の子育て支援のための行動計

画を策定・実施し、その結果が一定の

要件（認定基準）を満たす場合に、基

準適合企業として都道府県労働局長の

認定を受けることができます。



〒399-4697

長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪14016

KOAパインパーク内アースウィング

0265-70-7171

0265-70-7711

http://www.koaglobal.com
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主な活動内容

制度の説明会をはじめ、お父さんになる社員に男性育休講演会や絵本読み聞かせの講習会を

行ったり、助産師さんのお話を聞く機会をつくっています。また、こうした活動は社内情報誌

「かけはし」を発行して紹介しています。

「働くならKOA｣と指名される企業になる

社員とその家族が心身ともに健康でいきいきと生活ができる

目指す姿
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しくみ検討

運用改善
風土づくり

次世代育成
支援活動
（継続）

介護休業制度の
ありかた検討
（新規）

女性社員の活躍
に向けた啓発
（新規）

地域の人々・次世代を担う子どもたちから
「働くならKOA」と指名される会社になる。

目指す姿
05～14年

15～16年度：第6期

17～18年度：第7期

19～20年度：第8期

21～22年度：第9期

23～24年度：第10期

さらに10年間の活動延長を決定！
「介護休業制度のありかた検討」女性社員の活躍に向けた啓発」をテーマに
加え活動してまいります。

社員とその家族が心身ともに健康でいきいきと生活ができ、「働くならKOA」と指名され

る会社を目指して、これまでの取組も継続しながら、「介護休業制度のありかたの検討」や

「女性社員の活躍に向けた啓発」をテーマに加えて、社員が働き甲斐を感じられる環境をづく

りを目指し、労使一体となって活動をしています。

KOAの目指す姿

保護者の職場を訪れる「かぞく参観日」

抵抗器を使った工作に取り組みました

子どもたちに親が働く職場を

見学してもらいました

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

マタニティ制服検討

所定外労働削減措置

男性初の育休取得者 くるみん取得 県知事表彰受賞
くるみん取得
(2回目)

男性育休者 男性育休者 男性育休者 男性育休者

育児介護休業規程改訂 第2版～第7版 配偶者出産休暇
変更

リジョイン制度
規程制定

労務管理研修

制度説明会

「感謝祭」における活動報告 絵本読み聞かせライブ

男性育休講演会
男性育休取得者
ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

助産師のお話
パパズ絵本
読み聞かせ
プロジェクト

パパママ
コーチング講演会

職場見学会 かぞく参観日

次世代育成支援情報誌「かけはし」

育休ハンドブックの検討Q&A集

社員アンケート 社員アンケート 社員アンケート 部門アンケート

インターンシップ等就業機会の提供・職業訓練の推進

男女共同参画
フォーラム参加

諏訪市男女共同
参画市民協議会
研修受け入れ

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期

法を上回る制度・ルール作り 風土づくり:KOAらしさ

①育休を取る人は感謝の気持ちを、
支える人は思いやり

②社員を支える家族との触れ合い
を大切にする

③個性を尊重し､多様な働き方を可
能にする

第2期で培った風土を定着させる

社員1人1人が助け合い、支えあい、
感謝の気持ちを持つことで育児が
成り立つと考える

熟成してきた風土を活かして、安
心して育児と仕事に取り組める

KOAの思いが地域社会の子育て
に活かされている

YES,WE ARE FAMILY!
（感謝と絆）

地域の人々･次世代を担う子どもら
から「働くならKOA｣と指名され
る企業になる

第7期

プラチナ
くるみん取得

男性育休者

育児介護休業規程
改訂第8~9版

育児休業中の自己啓発支援


